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～ロック水系ハクリ工法～～ロック水系ハクリ工法～

従来の剥離剤に含まれる塩素系有機溶剤（ジクロロメタン）を使用せ
ず、水系で皮膚への刺激が低く、低臭で、環境負荷の少ない製品です。
従来の剥離剤に含まれる塩素系有機溶剤（ジクロロメタン）を使用せ
ず、水系で皮膚への刺激が低く、低臭で、環境負荷の少ない製品です。

人と環境にやさしい人と環境にやさしい

ロック水性ハクリ工法　の剥離工程ロック水性ハクリ工法　の剥離工程

厚生労働省 労働基準局安全衛生部 『基安労発０５３０第２号　鉛等
有害物を含有する塗料の剥離やかき落とし作業における労働者の健
康障害防止について』に対応した鉛等有害物質ばく露防止対策品で、
湿式工法のためPCB・鉛・クロム等の有害物質を飛散させません。

厚生労働省 労働基準局安全衛生部 『基安労発０５３０第２号　鉛等
有害物を含有する塗料の剥離やかき落とし作業における労働者の健
康障害防止について』に対応した鉛等有害物質ばく露防止対策品で、
湿式工法のためPCB・鉛・クロム等の有害物質を飛散させません。

作業環境を改善作業環境を改善

当社の長年培った分散・乳化・レオロジーコントロール技術により、
塗装作業性・付着効率・液だれ防止性に優れます。
・液だれが少ないため、塗付量をコントロールできます。
・後だれが少ないため、剥離ムラが少なくすみます。
・乾きにくく有効成分を長時間持続することで、より深く旧塗膜へ浸
潤します。
・スクレーパー・皮すき等で、剥離剤の浸潤した旧塗膜をフィルム状
に簡単に剥離できます。

当社の長年培った分散・乳化・レオロジーコントロール技術により、
塗装作業性・付着効率・液だれ防止性に優れます。
・液だれが少ないため、塗付量をコントロールできます。
・後だれが少ないため、剥離ムラが少なくすみます。
・乾きにくく有効成分を長時間持続することで、より深く旧塗膜へ浸
潤します。
・スクレーパー・皮すき等で、剥離剤の浸潤した旧塗膜をフィルム状
に簡単に剥離できます。

優れた剥離性能優れた剥離性能

　ロックリムーバーＡＱを用いた“ロック水系ハクリ工法”は、塗膜剥離作業時の有害物質（ＰＣＢ・鉛・クロム等）
の飛散抑制をはじめ、騒音・産業廃棄物の低減・作業環境の改善を一手に解決する塗膜除去技術です。
　この工法は水系湿式工法による塗膜剥離技術のため、従来のブラスト工法に比べ、旧塗膜に含まれる有害物質を
飛散させず、粉じん・騒音も発生させません。またたれにくく、１回の塗布でしっかり剥離できるため、作業性の改
善だけでなく、剥離塗膜を回収する手間、廃棄物の発生量を抑えることができます。その上、塩素系有機溶剤を含有
していないため、環境にも配慮した剥離工法です。

　ロックリムーバーＡＱを用いた“ロック水系ハクリ工法”は、塗膜剥離作業時の有害物質（ＰＣＢ・鉛・クロム等）
の飛散抑制をはじめ、騒音・産業廃棄物の低減・作業環境の改善を一手に解決する塗膜除去技術です。
　この工法は水系湿式工法による塗膜剥離技術のため、従来のブラスト工法に比べ、旧塗膜に含まれる有害物質を
飛散させず、粉じん・騒音も発生させません。またたれにくく、１回の塗布でしっかり剥離できるため、作業性の改
善だけでなく、剥離塗膜を回収する手間、廃棄物の発生量を抑えることができます。その上、塩素系有機溶剤を含有
していないため、環境にも配慮した剥離工法です。

組成 アルコール系有機溶剤 塩素系有機溶剤

pH

REACH規則 SVHC（高懸念物質）
Candidate List Substance

REACH規制 制限対象物質
リスト（付属書ⅩⅦ）

PRTR法

消防法

有機溶剤中毒予防規則

産業廃棄物区分

8.5 ～ 10.5（アルカリ性）

該当なし

該当なし

非該当

非危険物

該当しない

産業廃棄物

10～ 12（強アルカリ性）

該当なし

ジクロロメタン・トルエン・
メタノール等

第一種指定化学物質

非危険物

第二種有機溶剤等

特別管理産業廃棄物（廃油）

有害性・危険性比較

ロックリムーバーＡＱ 従来品

※ 2022年 5月25日現在※ 2022年 5月25日現在

注）剥離塗膜の成分によっては特別管理産業廃棄物となる場合があります。注）剥離塗膜の成分によっては特別管理産業廃棄物となる場合があります。

【STEP１　事前確認・試験塗装】
・旧塗膜の種類・膜厚・塗装経過年数・劣化状況などを事前に確認し、ロックリムーバーAQの剥離適正、最適塗付量、
   放置時間などを把握するための試験塗装を行ってください。
・旧塗膜の種類・膜厚・塗装経過年数・劣化状況などを事前に確認し、ロックリムーバーAQの剥離適正、最適塗付量、
   放置時間などを把握するための試験塗装を行ってください。

【STEP２　準備・清掃】
・必要な機材、工具類、塗装資材などをチェック、準備してください。
・旧塗膜表面に泥、コケ、鳥糞などがある場合、浸潤性の妨げの原因になるため、事前に除去してください。
・必要な機材、工具類、塗装資材などをチェック、準備してください。
・旧塗膜表面に泥、コケ、鳥糞などがある場合、浸潤性の妨げの原因になるため、事前に除去してください。

【STEP３　養生】
・作業場所とその周辺の範囲に、剥がした旧塗膜や剥離剤などが付着しないように養生します。
・養生はポリエチレン、PET製のシートで行ってください。
・作業場所とその周辺の範囲に、剥がした旧塗膜や剥離剤などが付着しないように養生します。
・養生はポリエチレン、PET製のシートで行ってください。

【STEP４　ロックリムーバーAQ塗布】
・剥離する旧塗膜にハケ、ローラー、エアレス等で均一な厚さになるよう塗布します。
・試験塗装で決定した条件（塗付量、養生時間放置）で施工してください。
・剥離する旧塗膜にハケ、ローラー、エアレス等で均一な厚さになるよう塗布します。
・試験塗装で決定した条件（塗付量、養生時間放置）で施工してください。

【STEP５　軟化旧塗膜の除去】
・旧塗膜が軟化・膨潤が十分であることを確認後、スクレーバー、皮スキ等で除去します。
・鋼材面の凹部などは旧塗膜が残存しやすいため、1度で剥がしきれなかった場合は再度ロックリムーバーAQを塗布し、
　ワイヤーブラシ、電動工具等を併用して再度剥がしてください。

・旧塗膜が軟化・膨潤が十分であることを確認後、スクレーバー、皮スキ等で除去します。
・鋼材面の凹部などは旧塗膜が残存しやすいため、1度で剥がしきれなかった場合は再度ロックリムーバーAQを塗布し、
　ワイヤーブラシ、電動工具等を併用して再度剥がしてください。

【STEP６　素地調整】
・電動工具などで残存塗膜を除去しながらディスクサンダーなどで表面荒らしをします。
　注）無機系旧塗膜（ジンクリッチプライマー、ジンクリッチペイント等）、黒皮、錆はロックリムーバーAQでは軟化しません。
・電動工具などで残存塗膜を除去しながらディスクサンダーなどで表面荒らしをします。
　注）無機系旧塗膜（ジンクリッチプライマー、ジンクリッチペイント等）、黒皮、錆はロックリムーバーAQでは軟化しません。

【STEP７　剥離した廃棄物処理】
・回収した剥離旧塗膜、ロックリムーバーAQ等は、有資格処理業者に委託して処理してください。
・有害重金属、PCB等を含有する場合は、特別管理産業廃棄物として分類し処分してください。
・回収した剥離旧塗膜、ロックリムーバーAQ等は、有資格処理業者に委託して処理してください。
・有害重金属、PCB等を含有する場合は、特別管理産業廃棄物として分類し処分してください。

鋼構造物用水系塗膜剥離剤

注）



用途用途

液だれ防止性と剥離性液だれ防止性と剥離性
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塗付直後
（塗付量1.0kg/㎡回）
塗付直後

（塗付量1.0kg/㎡回）
塗付後24時間塗付後24時間 剥離後剥離後

施工環境：冬期（５℃）＊４８時間後に剥離施工環境：冬期（５℃）＊４８時間後に剥離

C塗装系塗膜

トータル膜厚
約370～400μｍ
剥離塗膜膜厚
約300μm
残存塗膜膜厚
（ジンク）
約70～90μm

C塗装系塗膜

トータル膜厚
約370～400μｍ
剥離塗膜膜厚
約300μm
残存塗膜膜厚
（ジンク）
約70～90μm

C塗装系塗膜

トータル膜厚
約470～490μｍ
剥離塗膜膜厚
約400μm
残存塗膜膜厚
（ジンク）
約40～60μm

C塗装系塗膜

トータル膜厚
約470～490μｍ
剥離塗膜膜厚
約400μm
残存塗膜膜厚
（ジンク）
約40～60μm

塗膜構成：無機ジンク＋変性エポキシ＋変性エポキシ＋ふっ素中塗り＋ふっ素樹脂塗料 計 500μm塗膜構成：無機ジンク＋変性エポキシ＋変性エポキシ＋ふっ素中塗り＋ふっ素樹脂塗料 計 500μm

ロック

リムーバーAQ

ロック

リムーバーAQ 比較品比較品

ロック

リムーバーAQ

ロック

リムーバーAQ 比較品比較品

ロック

リムーバーAQ

ロック

リムーバーAQ 比較品比較品

道路、橋梁等の鋼構造物の旧塗膜剥離道路、橋梁等の鋼構造物の旧塗膜剥離

製品要綱製品要綱
品　　番 ：051-6001
品　　名 ：ロックリムーバーAQ
容　　量 ：16kg、1kg
塗装方法 ：ハケ・ローラー・エアレス
塗 付 量 ※：1kg/㎡
養生時間※：6～48時間
※塗付量と養生時間は目安であり、旧塗膜の種類、膜厚、気温
などにより異なります。

品　　番 ：051-6001
品　　名 ：ロックリムーバーAQ
容　　量 ：16kg、1kg
塗装方法 ：ハケ・ローラー・エアレス
塗 付 量 ※：1kg/㎡
養生時間※：6～48時間
※塗付量と養生時間は目安であり、旧塗膜の種類、膜厚、気温
などにより異なります。

対象旧塗膜の種類対象旧塗膜の種類
Ａ塗装系塗膜：フタル酸樹脂塗料
Ｂ塗装系塗膜：塩化ゴム系塗料
Ｃ塗装系塗膜：変性エポキシ樹脂系 + ウレタン樹脂系、
　　　　　　　フッ素樹脂系
そ の 他：タールエポキシ樹脂、フェノール樹脂MIO、
　　　　　　　 エポキシ樹脂MIOなどの有機系塗膜

Ａ塗装系塗膜：フタル酸樹脂塗料
Ｂ塗装系塗膜：塩化ゴム系塗料
Ｃ塗装系塗膜：変性エポキシ樹脂系 + ウレタン樹脂系、
　　　　　　　フッ素樹脂系
そ の 他：タールエポキシ樹脂、フェノール樹脂MIO、
　　　　　　　 エポキシ樹脂MIOなどの有機系塗膜

●タールエポキシ樹脂塗料
●塩化ゴム系塗料
●フェノール樹脂MIO塗料
●エポキシ樹脂MIO塗料

●鉛系さび止めペイント
●長油性フタル酸樹脂塗料
●エポキシ樹脂塗料
●変性エポキシ樹脂塗料

●鉛丹さび止めペイント
●ポリウレタン樹脂塗料
●フッ素樹脂塗料

●超厚膜型エポキシ樹脂塗料

●無機系ジンクリッチプライマー
●無機系ジンクリッチペイント
●無溶剤型エポキシ樹脂塗料
●ガラスフレーク塗料

軟化しにくい旧塗膜軟化しやすい旧塗膜 軟化しない旧塗膜

※錆、黒皮は除去できません。

●有機系ジンクリッチペイント

剥離性 剥離性 〇

〇

〇

〇

〇

〇

たれ性

塗付性

生分解性

魚毒性

火災安全性

作業性

安全性

塗膜厚が概ね 500μmの一般塗装系塗膜に対し、1回の塗付で除去できること

垂直面に塗付し、たれないこと

エアレス塗装機、刷毛、あるいはローラーで塗付できること

平均生分解度 60％以上であること

10ppmより大きいこと

引火点が 93℃より大きいこと

項目 判定性能

土木鋼構造物用塗膜剥離剤ガイドライン（案）改訂 第 2 版による性能試験土木鋼構造物用塗膜剥離剤ガイドライン（案）改訂 第 2 版による性能試験

基準値
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　　安全衛生上の注意事項
【製品の危険性・有害性】
●消防法上は非危険物であるが、主成分は可燃性液体である。
●溶剤蒸気を吸入すると有機溶剤中毒になるおそれがある。
●眼、皮膚、粘膜などに対し、刺激性がある。

【応急措置】
●眼に入った場合は直ちに多量の水で洗い、できるだけはやく医師の
診察を受けてください。
●誤って飲み込んだ場合は、できるだけはやく医師の診察を受けてく
ださい。
●蒸気、ガスなどを吸い込んで気分が悪くなった場合には、空気の清
浄な場所で安静にし、必要に応じて医師の診察を受けてください。
●皮膚に付着した場合には、多量の石鹸水で洗い落とし、痛みまたは
外観に変化のあるときは医師の診察を受けてください。

【取扱注意事項】
●塗装中、浸潤中ともに換気をよくしてください。
●こぼれた場合は、砂、布、ウエス当でしみこませて密閉可能な容器
に回収してください。
●取扱後は、手洗い及びうがいを十分に行い、作業着等に付着した汚
れをよく洗い落としてください。
●よくふたをして直射日光を避け、5℃以上40℃以下の安全でかつ子
どもの手の届かない所に保管してください。
●指定された以外の製品と混合しないでください。
●容器は中身を使い切ってから廃棄してください。
●火災時は炭酸ガス、泡または粉末消火器を用いてください。

【廃棄処理】
●廃棄の際は関係法規に従って産業廃棄物処理業者に委託して処理
してください。
●回収した剥離塗膜、廃水等は、有資格処理業者に委託して処理し
てください。
安全データシート（SDS）をよく読んで取り扱ってください。

●安全衛生保護具には、L3グレードのカートリッジを装着した電動ファン付き呼吸用保護具等を推奨します。
●エアレス吹き付け作業時に発生するミスト状の塗膜剥離剤成分は、防毒マスクの吸収缶を通過するため、必ず防じん機能付き有機ガス用吸収缶
（L3グレード）を使用してください。

この剥離剤はベンジルアルコールを含有しています。また、剥離する塗膜には鉛やクロム等の有害物質が含まれていることがあります。
下記通達等に基づいた適切な取り扱いをお願いします。

平成26年基安労発0530第2号　基安化発0530第2号
鉛等有害物を含有する塗料の剥離や

かき落とし作業における労働者の健康障害防止について

令和2年基安化発1019第2号
剥離剤を使用した塗料の剥離作業における

労働災害防止について（改正）

【ベンジルアルコールを含有する剥離剤の取り扱い】
①ベンジルアルコールを含む剥離剤の取扱い作業を行う場所には、そ
の旨掲示するとともに、作業者以外は立ち入らせないようにしてく
ださい。
②剥離剤に含まれるベンジルアルコールの有害性、作業を行うに当
たって注意すべき事項(下記③～⑧を含む)について、作業開始前に
確認してください。
③保護眼鏡並びに不浸透性の保護衣、保護手袋及び保護長靴を使用し
てください。
④剥離剤の吹き付け等を行う際には、防毒マスクを使用していた者に
も中毒症状がみられる事案があることから、送気マスクの使用を推
奨します。
　剥離剤吹き付け後に、塗膜をかき落とす作業を行う場合は、かき落
とし作業による粉じんのばく露と剥離剤から揮発する有害物質のば
く露の両方を防止するため、原則送気マスク又は防じん機能を有す
る防毒マスクを使用してください。
⑤剥離剤の吹き付け作業と、剥離剤を吹き付けた後の塗膜のかき落と
し作業を近接した場所で同時に行うことは避けてください。
⑥作業場所をビニルシート等で隔離し、通風が不十分となる場合は、
内部のベンジルアルコール濃度が高くなることが想定されるため、
排気装置を設ける等、ばく露濃度を低減させるための措置を講じて
ください。
⑦剥離剤の取扱い作業は、体調不良等が生じた場合にすぐに必要な対
応が行えるよう、常時作業者の状況を把握できるような体制を確保
してください。
⑧剥離された物にもベンジルアルコールが含まれているので、運搬又
は貯蔵するときは、堅固な容器に入れる又は確実に包装した上で、
見やすい箇所にベンジルアルコールの名称や取扱い上の注意事項を
表示してください。

東京営業部
大阪営業部
札幌営業所
仙台営業所
西関東営業所
名古屋営業所
岡山営業所
福岡営業所

（０３）３６４０-６０００
（０６）６４７３-１650
（０１１）８１２-２７６１
（０22）349-8677
（０４２）７００-３１１１
（０５２）３５１-６５００
（０８６）２９４-１２０１
（０９２）９６２-０６６１

TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
TEL

FAX （０３）３６４０-９０００
FAX （０６）６４７３-１０００
FAX （０１１）８１２-９３０４
FAX （０22）283-3255
FAX （０４２）７００-３１１２
FAX （０５２）３６１-７４３３
FAX （０８６）２９４-６９６６
FAX （０９２）９６３-１２４１

東京都江東区南砂２丁目３７番２号
大阪市西淀川区姫島３丁目１番４７号
札幌市白石区中央一条４丁目３番４８号
仙台市宮城野区宮千代2丁目3番11号 渡正ビル201号室
神奈川県相模原市緑区西橋本１丁目１５番１６号
名古屋市中川区福川町１丁目１番地
岡 山 市 北 区 三 和１０００番３４
福岡県糟屋郡新宮町緑ヶ浜３丁目２番１号

〒１３６-００７６
〒５５５-００３３
〒００３-００１１
〒983-0044
〒２52-0１３１
〒４５４-００５９
〒７０１-１１３４
〒８１１-０１１９
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https : // www. rockpaint. co. jp

販売店：

●本カタログの内容については、予告なしに変更する場合がありますのであらかじめご了承ください。
　また記載内容について、法律で認められる範囲を超えての転載・複製を禁止します。


